20191222レムナント教会1部
   平和のクリスマス(ルカ2:8-14)
クリスマス、おめでとうございます。
魚は水の中を泳いでいるとき、いちばん自由であり、生き生きしています。もし魚が水から飛び出してしまったら、その瞬間から苦しみが始まり、だんだん死んでいくしかありません。木は土の中に根を下ろしてこそ花を咲かせ、また、実を結ぶことができます。もし木が土から放り出されてしまうと、そのときから枯れ始め、腐り果てて、結局、消えてなくなるしかありません。それと同じように、神のかたちに造られた人間というものは、創造主である神様と一緒のときに幸せであり、まことの平安が与えられ、勝利の人生を歩むことができるものです。しかし、残念ながら、人は神様に罪を犯してしまい、神様から離れて二度と神様に会うことができなくなりました。そのときから人の人生に不幸が入ってきて、人は苦しむ人生を送るようになります。
まず、神様でないものを神だと拝み、勘違いをしてしまいます。その結果、心のバランスが崩れてしまい、精神的に様々なトラブルに見舞われてしまうようになります。そして、肉体のバランスを壊して、不思議ないろいろな病を患うようになります。そして、もっと痛いのは、人間関係そのものがバランスが崩れることによってヒビが入り、人間関係に悩むようになります。社会生活に適応できない人のほとんどが、人間関係の問題だという報告があります。そして、その人間関係というのは、家庭も例外ではありません。親子関係、夫婦関係などを通して、ヒビが入ってこじれ始めて、結局は崩壊を招いてしまうところまで行ってしまいます。そして、このような虚しい人生、辛い人生が続いて、その最後にたどり着くのが死というものなのです。聖書には、「人間には、一度死ぬことと死後にさばきを受けることが定まっている」と書いてあります。その死に向かって私たち人間は、不幸な人生を必死に頑張っているようなものです。そして、自分ひとりで死んで終わることではなく、このような不幸は子孫3代、4代までに咎が報われると言われているように、霊的な遺産として受け継がれるようになり、終わりのない不幸がずっと続くようになります。神様はこのような不幸に陥って、滅びるしかない人をそのまま放っておかないで、愛の神様は、不思議な愛、無条件の愛の神様は、人の罪を許されて、また、人と一緒になるために自ら人に会いに来られました。その方がイエス・キリストであり、その日をクリスマスと言います。イエス・キリストは人の罪を許され、また神様と一緒になる道となるために、ご自分で十字架にかかって、私たちの罪を背負って、私たち罪人の身代わりとなられて、すべての罪の問題を解決されました。そして、3日目に死の力を打ち破って、死者の中からよみがえられ、そして、神様と会える道となられたわけです。
イエス様は言われます。「わたしが道であり、真理であり、いのちなのです。わたしを通してでなければ、だれひとり父のみもとに来ることはありません」。イエス様を通して、不幸の人生、葛藤の人生、平和のない人生から出て、神様と会うことができ、まことの平和の人生に戻ることができる、その道が開かれました。イエス様は、私たち人間に向かって招いていらっしゃいます。「すべて、疲れた人、重荷を負っている人は、わたしのところに来なさい。わたしがあなたがたを休ませてあげます」。何も要求せず、なんの条件もつけずに、ただこのイエス様を救い主として信じて心に受け入れることによって神様と会うことができ、罪ある不幸の人生が終わると約束していらっしゃいます。「義人は信仰によって生きる」。誰でもこのイエス様を信じるとき、聖霊を通して神様がその人を訪ねてこられ、その人と一緒になり、そして、いままで味わったことのないまことの平安がその人に与えられるようになります。イエス様ご自身がおっしゃいました。「わたしは、あなたがたに平安を残します。この平安は、世が与えるものとは違います」。イエス・キリストは、まことの安らぎと平安を失い、さまよい続ける私たち人間が、まことの平安を取り戻すことができるように道となられました。その道は神様と一緒になること以外にはありません。その道となられて、私たちを招いていらっしゃいます。
そして、このイエス・キリストを受け入れて、世が与えることとは違うまことの平安を所有して、それを味わうときに、初めて人は争いと対立から自由になります。そうでない限り、いまも世の中にまみれて流れている争いと対立からは一人も自由になることができません。そして、今現在も対立と争いに捕らわれて嘆いているこの世の人々を助けるための光り輝く人生を送ることができます。そのような人生を勝利の人生と言います。皆さん、クリスマスの今日、皆でこの平安の主であるイエス様を信じて、神様から与えられるまことの平安を心に持ち、光り輝く勝利の人生を一緒に歩んでいきたいと願います。

このイエス様を救い主として心に受け入れる祈りをともにしたいと思います。あなたがたは心から信じて義と認められ、口で告白することによって救われると言われているように、祈りをもってイエス・キリストを受け入れることができます。私が先に祈りますので、私について一緒に祈って、心にイエス・キリストを受け入れていただきたいと願います。
（祈り）
イエス様。私は罪人です。神様を離れて、平和のない人生を歩いてきました。イエス様が十字架にかかって、すべての罪が許され、神様に会える道となりましたことを信じます。イエス様。いま私にはイエス様が必要です。心を開きます。イエス様を救い主として信じ受け入れます。どうぞ入ってください。聖霊を通して入ってください。イエス様を受け入れることによって、神の子どもになり救われたことを感謝します。これからは神の御心に従い、勝利の道を歩ませてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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